
高校再編計画（後期計画）に関する 

意見交換会 

【釜石・遠野ブロック】 

令和元年 8月 8日（木） 

釜石高校 
18：00 ～ 19：30 
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次  第 

１ 開会 

２ 県教育委員会あいさつ 

３ 概要説明 ※一旦、質問時間を設けます 

４ 意見交換（フリートーク） 

５ 閉会 
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概要説明の流れ 

１ 県やブロックの状況について   

２ 高校再編計画の趣旨 
  （ねらい、視点、考え方） 

３ 高校再編計画（前期計画）の進捗状況 

４ 後期計画の策定について 
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１ 県やブロックの状況について 
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平成元年 22,833人 

令和元年 11,134人 

半分に減少 

令和15年 7,972人 

3,000人減少 

5 



後期計画期間 将来を見据えた取組が必要 
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中段：前年比  下段：H31年比 
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中段：前年比  下段：H31年比 



・多様な進路希望に対応する科目の開設が困難に。 
・部活動の数、部員数が減少し、活動自体が困難に。 
・集団の中での経験を積むことが不足しがちに。 

現状のまま、生徒の減少が進んだ場合、 

 このような課題が、小規模となる大半の高校で顕在
化し、生徒の希望する進路実現が難しくなり、さらに
教育の質の維持も困難となることが懸念されます。 
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 ２ 高校再編計画の趣旨 
   （ねらい、視点、考え方） 
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新たな県立高等学校再編計画の概要 

-平成28年度から平成37年度までの10か年計画- 

 
 

・ H28.3 岩手県教育委員会により策定 

・ H28～R7の10年間について定めた計画 
             【全体計画】 

・ 前半５年間（H28～R2）は、「前期計画」 
・ 後半５年間（R3～R7）は、「後期計画」 
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新たな県立高等学校再編計画の概要 

-平成28年度から平成37年度までの10か年計画- 

 
 

 少子化に伴い生徒が減少する中で、東日本大震

災や、社会状況の変化を踏まえ、岩手の将来を

担う人づくりを進めるため、高校再編に向けた県

民の皆様の御意見を伺ってきました。 

 いただいた意見を十分に勘案し、具体的な県立高

等学校の再編を示したものであり、この再編計画を

基本として、本県における高校教育のより一層の

充実を図ります。 
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再編計画のねらい 

岩手の将来を担う人づくり 

社会状況の 
変化 

生徒数の減少 現状 
(課題) 

改善 
(手段) 

将来 
（目標） 

高校再編計画に基づいた 

適切な教育環境の整備を行い 

高校教育の一層の充実 
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再編計画の視点 

〇 生徒数が減少する中での望ましい 
 学校規模の確保と適切な配置による 

 教育の質の保証 

〇 広大な県土等の地理的条件を考慮 

 した教育の機会の保障 
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県立高等学校配置の考え方 

１ 学校規模の基準 
  望ましい学校規模は、原則として、 
  １学年４～６学級程度 

２ 通学が極端に困難である学校の取扱い 
  特例として１学級でも存続。 
   特例校：葛巻高、西和賀高、岩泉高 

３ 統合の基準 

４ 統合に伴う校舎制の導入  
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３ 高校再編計画（前期計画）の 
  進捗状況 
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釜石・遠野ブロックの再編計画（前期） 
中学校卒業予定者数 H28 651人→ H32 531人 
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学校名 
平成28年度の状況 

学科・学級数（募集定員） 
再編の方向 

平成32年度の状況 
学科・学級数（募集定員） 

釜石 
普通 ５(200) 
理数     

１学級減(H32) 
普通 ４(160) 
理数   

釜石 
商工 

工業 ３(120) 
商業 ２(80) 

２学級減(H30) 
学科改編 

工業 ２(80) 
商業 １(40) 

遠野 普通 ４(160) 統合(校舎制) 
(H32) 
学科改編 

普通 ４(160) 
農業 １(40) 遠野 

緑峰 
農業 １(40) 
商業 １(40) 

大槌 普通 ３(120) １学級減(H29) 普通 ２(80) 

全日制 ５校 19学級（760人） 14学級（560人） 



17 



４ 後期計画の策定について 

18 



後期計画策定の基本的方針 

〇再編計画の視点 

 教育の質の保証と教育の機会の保障 

〇高校配置の考え方 

 望ましい学校規模の基準、通学困難校の取扱 等 
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＋ 

社会情勢や地域の状況等の変化を考慮し、地域
の方々等の御意見を伺い、後期計画の策定に向
けて丁寧に取り組む。 



後期計画の策定スケジュール 

2018年(H30) <後期計画の検討開始> 

 12月～「地域検討会議(第1回)」 

2019年(R1) 

 ５月 「地域検討会議(第2回)」 

 ８月 「地域検討会議(第3回)」 

    「意見交換会(第1回)」 

 ９月 「出前説明会(第1回)」 
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後期計画の策定スケジュール 

2020年(R2) 

 １月～「地域検討会議(第4回)」 

    「意見交換会(第2回)」 

    「出前説明会(第2回)」 

 
広く御意見を頂戴し、 

意見交換や検討等の取組を丁寧に行い、 

2019年度中に「後期計画(案)」公表予定 
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 後期計画期間（R3～R7）以後の中学
校卒業者数の減少は顕著となる。 

後期計画検討上の留意点 

 後期計画終了後の将来に備え、学校や学
科の配置、高校教育のあり方を十分に考慮し、
後期計画を策定していく必要あり。 
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テーマ 
 

各地域の高校及び学科の 

配置のあり方について 等 

意見交換について 
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意見交換について 
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① 地域の産業構造や担い手の育成等の現状を踏ま 

  え、地域に必要な学校・学科の配置について。 

② 後期計画終了後も中学校卒業者数の減少が見込 
  まれる中、学校や学科の配置に関して、 

 （Ａ）可能な限り現在の学校を維持する観点から、 

    学級数の調整で対応する考え方 

 （Ｂ）学校の活力向上の観点から、学校統合で対応 
    する考え方 

   （Ａ）や（Ｂ）などの考え方について。 



参 考 資 料 
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釜石・遠野ブロックの学びの状況 
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釜石・遠野ブロックの入試の状況 



中学生の進路希望等に関する 
アンケート結果 

(1) 調査対象 
県内公立中学校第３学年及び、義務教育学
校第９学年の生徒（161校 11,074人） 
[参考] 
 H27実施時は、県内公立中学校第３学年の
１学級を抽出して実施（165学級 4,546人） 

(2) 調査期間 
平成30年７月６日～８月３日 
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